
熊本の統計情報 令和3年10月8日

県民の皆様に統計を身近に感じていただくためのページ

随時、色々な統計に関する話題・データを紹介します。

「平成３０（２０１８）年度県民経済計算」について

県民経済計算は、国民経済計算に準拠した「標準方式」や「ガイドライン」に基づき、都道府

県ごとに推計を行っており、熊本県では平成３０（２０１８）年度の概要を令和３年（２０２１年）１

月２８日（木）に、報告書を令和３年（２０２１年）３月１０日（水）に公表しました。

また、全都道府県の推計結果が出そろったことから、この８月に内閣府において「平成３０（２

０１８）年度県民経済計算について」が公表されました。今回は、これを紹介します。

【「平成３０（２０１８）年度県民経済計算について」はこちら】

・内閣府（経済社会総

合研究所）の公表資料

の「表紙」は、こんな感

じです。



・３ページ以降に、全都道

府県や地域別の「県内総生

産額」、「経済成長率」等が

掲載されています。

熊本県はここ！



・ニュースなどでよく話題にな

る「１人当たり県民所得」は、５

ページ目に載っています。

熊本県はここ！



問合せ先：熊本県企画振興部統計調査課 総務資料班 〒862-8570 熊本市中央区水前寺6-18-1

電話：096-333-2174 ／Ｆａｘ：096-384-7544 ／メール：toukeichousa@pref.kumamoto.lg.jp

この統計資料は、内閣府のホームページからダウンロードできます。
URL：https://www.esri.cao.go.jp/jp/esri/archive/e_rnote/menu.html

熊本県や全都道府県の県民経済計算について、より詳しく理解する手がかりになれば幸い

です。

・９ページ目には「国際比較

表」も載っています。

・「熊本県」は、中央ヨーロッパ

の「スロベニア」 と同じくらい

の経済規模だということが分

かります。


